
 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯

所在地 福島市本内字南街道下１番地１ （株）ニーズ本社内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 34社（原木供給／3 社、製材／3 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／2 社、設計／4社、施工／8 社、その他／11 社） 価格帯 1,300～1,700万円 

代表者名 三瓶浩徳（株式会社ニーズ 代表取締役社長） 価格の基準面積 110㎡ 

主な受賞歴等 ・第 23回住生活月間表彰(徳島) 
・平成 23年 4月福島県仮設住宅建設公募採用 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費、消費税 

連絡窓口 
担当：近藤亮 
[メール] kondo@needs1997.co.jp
[電話]024-552-5831 [ＦＡＸ] 024-552-5834 ＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。

ホームページ http://www.needs1997.co.jp 

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
 

007
ニーズ｢うつくしま復興｣建設グループ
県北・県中・相双・いわき
[グループの特徴とメッセージ] 
●私達のグループは、共に経験豊富な住宅営業と専門技術スタッフが連継を取り｢安心な住まい造り｣と、
｢確実な品質の住まい｣を提供することを目的とし結成しました。

●長期優良住宅の設計基準のもと、各スタッフが建主様と相談しながら「納得の住まい」を提供することをお約束します。
●設計士が考えぬいて企画化した数種の標準プラン・標準仕様等で進めてまいりますので、
営業・設計・施工それぞれのスピード化を図り工期短縮に努め建主様の要望（早期入居）とその需要に対応致します。

●引き渡し後も、建主様と一生のおつきあいをモットーに定期訪問・ファーミング活動を継続して行います。

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

「住まい・夢」は、笑顔が咲く家。
●ライフスタイルの変化に合わせて増床や増築を行い易く企画したプランです。
●避難している方々が福島に帰ってくる日を想定しています。
●太陽熱利用温水パネルを標準装備し、県産材を使用した「木の温もり」を実感していただける家です。 
●汎用性が高くシンプルなデザインで、幅広い年代層の方々に長く住んでいただけると共にローコストで
維持管理もし易くしました。

家族構成を考え、希望を満たす家。 将来性を見据えた、効率的な家。 

吹き抜け部を増床し易く
企画設計。 

敷地を工夫し、増築を前提に
企画設計。 

１Ｆ平面図
２Ｆ平面図２Ｆ平面図(増床前) 

２Ｆ平面図(増床後) 

(温水パネル)(標準設備)
(ソーラーパネル)

(オプション)

１Ｆ平面図



 

 

   

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 福島市宮代字一本松91 （有）菊地設計内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 23社（原木供給／１社、製材／２社、建材流通／１社、設計／
９社、施工／８社、その他／２社） 価格帯 1,400～2,000万円 

代表者名 川崎直竹（（有）川崎建築設計事務所 代表取締役） 価格の基準面積 96～110㎡ 

主な受賞歴等 
・平成 21年ふくしまの家地域活性化支援事業採択 
・平成 22年顔の見える木材での家づくりグループ50選 
・木材関連セミナー（年1回）、木工教室（年1回）開催 
・住宅見学会（年2回） 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：菊地 進 
[メール] kiks@dolphin.ocn.ne.jp 
[電話] 024-553-3065 [ＦＡＸ] 024-553-9609 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.f-iezukuri.net/  

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
一緒に造り育てるふるさと福島の家づくり 
●将来、「ふるさと福島で一緒に暮らしたい」をかなえる、可変性に富んだ
つくりとします。 
●小さく建てる。間仕切りを少なくし、収納等は必要に応じて造っていく。
●生活スタイルの変化に対応できるよう２階の吹き抜け部分に増築の余地
を残す。 
 
木の香るやさしい住まいづくり 
●県産材を随所に使い、室内外とも４～５寸柱を見せた真壁とし、杉板仕上
げとします。杉の香りにはリラックス効果があり、震災後の心のケアを助
けます。又、吸放湿性があり、湿度の調節をしてくれます。 
●福島の気候風土は夏は高温多湿で、冬は寒く北西風が特徴。断熱性能と通
風を確保し、化石燃料消費を抑えます。 
 

012
ふくしま家づくりネットワーク 
県北・相双 
[グループの特徴とメッセージ] 
●私たちは、地産・地消のシステムを構築し、家づくりの技術・技能を継承すると共に、 
「地域の木材を使った家づくり」の普及を目的とし、平成16年より福島県の県北地区の木材・製材業者、大工、工務店、 
設計事務所が力をあわせて『地域の木材を使った家づくり』の実践の他、様々な活動実績を積み重ねてきました。 

●＜基本方針＞は県産材・地域材の持続的な活用＝地域の木材を使った家づくりシステムの構築です。 
●＜新たな社会的課題等への対応＞として、講演会・勉強会の主催や参加、各種イベント等への参加により問題意識を持ち、 
技術力の向上に努め、それを設計・施工に反映してきました。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

断面図1階平面図



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 福島市鎌田字半在家２－１ 「住まいの市場」内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計２６社（原木供給／３社、製材／３社、建材流通／３社、プレカ
ット／１社、設計／３社、施工／１２社、その他／１社） 価格帯 1,500 万円～ 

代表者名 諸橋 哲（株式会社コムテックス 代表取締役社長） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 
・第１回福島県優良木造住宅開発認定企業 
・NPO消費者住宅支援ネットセミナー開催 
・住まいと環境 東北フォーラム住宅セミナー開催 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：諸橋 哲 
[メール] morohashi@suma1.com 
[電話] 024-553-4155 [ＦＡＸ] 024-553-4171 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.suma1.com   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
高耐震・高耐久・高断熱と３拍子揃った 
 安心・安全・健康で省エネルギー性の高い 
  「福幸の家」は経済性に優れた賢い住宅です！ 
●構造躯体は木造最強のモノコック構造に基礎は高耐久ベタ基礎コンクリ
ート。断熱は発泡ウレタンを家丸ごと覆う「魔法瓶構造」で省エネルギー
性の高い住宅を実現。 
●将来の家族構成の変化にも対応可能な２Fはスケルトンインフィル仕様
も可能です。 
●水道設備は長期に渡って使用可能なヘッダー式給水・給湯配管システムを
標準採用。 
●オール電化が標準仕様。エコキュート・IHクッキングヒーターで光熱費
も低く抑えられます。太陽光発電システムを設置すればゼロエネルギー住
宅も可能！ 
●開口部には断熱ドア、断熱サッシが標準装備。結露対策も万全です。 
●オプションとして全館暖房ができる床下蓄熱式暖房システムをご用意し
ております。 

013
福島維新「福幸の家造り」匠集団 
県北・県中・相双 
[グループの特徴とメッセージ] 
●当グループは、高気密・高断熱住宅を得意とし、特に「大工職の技」を売りにした施工グループです。 
●木を愛し木の特徴を活かした「適材適所」な家造りを提案、木組みを現し大空間を創る等の工夫や、 
随所に施主のこだわりをカスタマイズ、長く住めば住むほどに味わいや趣のでる住まい造りを提案しております。 
●デザインにもこだわりを持ち、女性の１級建築士やインテリアコーディネーターが主婦の立場からアドバイスします。 
●「デザインは柔・建物は剛」の考え方を基本とし、安全・安心・健康で１００年住める長期優良住宅を、 
当グループは「１棟入魂」でお引き受け致します 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

1階平面図 2階平面図



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 福島市森合字西養山 15-1 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計 31 社（原木供給／2 社、製材／5 社、建材流通／4 社、プレカッ

ト／2 社、設計／3 社、施工／10 社、その他／5 社） 
価格帯 A:1,485 万円、B:1,260 万円（2012年 2月 1日現在） 

代表者名 遠藤知世吉（遠藤知世吉･建築設計工房） 価格の基準面積 A:105.98 ㎡、B:89.42 ㎡ 

主な受賞歴等  
価格に含まれない 

項目 
屋外設備工事費、外構工事費、設計料、諸手続費など 

連絡窓口 

担当：遠藤知世吉、遠藤知絵 
[メール] eca21@ht-net21.ne.jp 
[電話] 024-536-4464 [ＦＡＸ] 024-536-4468 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www12.plala.or.jp/fat/   

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

ふくしまの自然を味方につける、家づくりです 
●「真壁の家」は柱に、一般の柱サイズ約 4倍の 20cm角を使った、 

真壁造り･木構造の家です。柱を閉じ込めず「呼吸をする構造」です。 

長さ 4mの通し柱で、1階建てのボリュームで 2階建てを実現しました。 

●二案ご用意したマスタープランは「高齢者対応型」となっています。 

●内部の柱･梁も表しとし、木の風合いに包まれる室内となっています。 

吹抜けで 1階と繋がる 2階は、すぐには仕上を行わず、 

使い方に合わせて変えられるスペースとしました。 

●その他、収納工夫や、室内物干し、深い軒の出による採光調整、 

風通しを考えた開口計画など、自然に溶込む造りです。 

 

017 
ふくしま建築集団 
福島県全域 

[グループの特徴とメッセージ] 
●私たちの住まい造りは、家族と土地の個性を活かし、周辺地域をも元気にするものです。 

●丁寧な、そしてより良い住まい造りのための契約方法として、設計と工事を別契約とする形をとっています。 

これは各責任を明確化し、一棟一棟丁寧に造ろうという思いからです。 

●各社のノウハウ（住宅設計一筋 30 年 2011 年度グッドデザイン賞受賞設計事務所、社員に大工を連ねる大正創業の工務店、木

造仮設住宅建設の工務店 等々）を最大限に活かし、迅速で高品質な住宅の供給を実現いたします 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 

※イメージ (グループ内建築建物) ※イメージ (グループ内設計監理建物) 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 伊達市保原町上保原字万所26 （株）カノウヤ内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 24 社（原木供給／2 社、製材／2 社、建材流通／2 社、プレカ
ット／2社、設計／3社、施工／10社、その他／3社） 価格帯 1,380～1,880万円 

代表者名 樋口静克（株式会社カノウヤ 代表取締役社長） 価格の基準面積 132㎡ 

主な受賞歴等 
・平成 22年木のいえ整備促進事業採択（実績14棟） 
・平成 23年木のいえ整備促進事業採択（実績19棟） 
・資金セミナー開催（年3回） 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：樋口静克 
[メール] info@1kanouya.com 
[電話] 024-575-2308 [ＦＡＸ] 024-576-2204 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.kanouya3.com/   

 
住む方が快適に生活できる事を第一に考えた「災害に強い家」 
●災害時ライフラインが遮断された時でも電気と水を自給出来る家になっています。 
太陽光発電で電気を創り蓄電池に蓄電し非常用電源として使用出来ます。 

●雨水をタンクに貯めトイレの排水に使います。節電や節水にもつながり災害に強い家は環境にもやさしい家と言えます。 
●ペレットストーブを標準装備にし、暖房も外部エネルギーに頼りません。 
●耐震性能は最高等級の耐震等級３を取得することで、安心して生活していただけるようになっています。 
また福島の冬を暖かく快適に暮らすために発泡ウレタン吹き付け工法を標準仕様とした高気密・高断熱住宅になっています。 
●長期優良住宅の認定取得、住宅情報履歴の整備、瑕疵保険へ加入をしています。 

023
福島環境防災住宅研究会 
福島県全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●福島環境防災研究会のコンセプトは、災害に強い家づくりです。 
●地震に強い事は当然として、電気・ガス・水道等のライフラインが遮断された時でも普段と変わらない生活が出来る事です。
●太陽光発電と蓄電システムで停電時・日中から夜間でも電気が使えます。 
●断水して一番困る事はトイレでした。 
その問題を解決するために雨水を貯めトイレの排水に使用できるようになっています。 

●太陽光で電気を創り、雨水を貯めて排水に使う。災害に強い家は環境にもやさしい家と言えます。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
住む人の健康を意識した家 
●生活の場である家で健康を維持できる事が大切です。 
国立がんセンターや東大医科付属病院の内装工事で使用されている、 
FFC免疫処理を全棟採用しています。 

●また有害物質を吸着分解するために酸化チタンと白金を使って窓ガラスを処理しています。 
花粉症・アレルギーの方でも症状改善効果が報告されています。 



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 安達郡大玉村玉井字北ノ内 65-1 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計２５５社（原木供給／６社、製材／１１社、建材流通／１社、プ

レカット／３社、設計／４５社、施工／１８０社、その他／９社） 
価格帯 1,250～1,550 万円 

代表者名 遠藤安男（（有）遠藤工務店 代表取締役社長） 価格の基準面積 87.77～110.97 ㎡ 

主な受賞歴等 
・ふくしまの家復興住宅供給システムプロポーザル広報団体に選定 
・経営セミナーの開催 
・技術セミナーの開催 

価格に含まれない 

項目 
屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 

担当：長山貴光 
[メール] kenren@kensetufukushima.gr.jp 
[電話] 0243-68-2121 [ＦＡＸ] 0243-68-2122 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.kensetufukushima.gr.jp  

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

「ゆうゆう住宅」シリーズ 
●地盤調査、かし保険、住宅履歴などを整備し、長期優良住宅にも対応出来

る木造軸組住宅です。被災者の皆さまに、高耐久な住宅を提供します。 

●耐震等級 2、省エネ等級 4を標準とし、長期優良住宅にも対応を可能しま

す。地盤調査、かし保険、長期維持管理計画書、住宅履歴を義務化します。

これにより、完成・引き渡し後も計画的に住宅点検を行い長期にわたる 

メンテナンスが可能となります。 

●地域の建設業者が施工し、引渡後もメンテナンスを行う事により、 

将来にわたり居住者のニーズに対応します。 

●憩（IKOI） 1,250万円(税込 8％)から 

シニアのプランで、リビングを中心として、 

広がりとくつろぎのある高性能木造住宅。 

●望（NOZOMI）1,550万円（税込 8％）から 

若年層向けのプランで、ライフスタイルに合わせた設計が可能な 

シンプルな高性能木造住宅。 

 

 

 

025 
全建総連福島（福島県建設労働組合連合会） 
福島県全域 

[グループの特徴とメッセージ] 
●当団体は、各地区に代表設計事務所、代表工務店を配置し、県内全域に協力工務店 2,500社（一人親方含む）、 

173社の設計事務所、18社の木工・製材工を有しており、土木、板金、左官、塗装など住宅建設の関連職種も含め、 

4,588社（7,200名）が加盟し、地域性に配慮した住宅建築に実績があります。 

●また宅建業者、税理士、弁護士、金融機関などの連携で、 

土地の取得から住宅の建設、登記までワンストップサービスを実現します。 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 

ゆうゆう住宅「望（NOZOMI）」（木造２階建３LDK（110.97㎡）） 

 
ゆうゆう住宅「憩（IKOI）」 

（木造平屋３LDK（87.77㎡）） 

 

 

 

 

ゆうゆう住宅「望（NOZOMI）」 

ゆうゆう住宅「憩（IKOI）」 



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市御前南5丁目 53-1 株式会社マルイホーム内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計９社（原木供給／ 0 社、製材／１社、建材流通／３社、プレカ
ット／１社、設計／１社、施工／１社、その他／２社）  1,500～2,000万円 

代表者名 丸山昌弘（株式会社マルイホーム 代表取締役社長） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等  価格に含まれない
項目  

連絡窓口 
担当：丸山昌弘（株式会社マルイホーム 代表取締役社長）
[メール] m-maruyama@maruihome.com 
[電話] 024-983-7321 [ＦＡＸ] 024-983-7322 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.maruihome.com/  

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
スカイバルコニーのある住まい 
●外で何かをするということが制限されてしまっている今、屋上スペースを
有効活用したスカイバルコニーを提案しています。 
●使い方は様々で、お子様の三輪車の遊ぶスペースとして利用されている
方、そして、ラジコンスペースとして利用されている方、さらには、花火
大会を見ながらのバーベキュー等、みなさんのアイディア次第で使い方は
無限大です。 
 
収納力に優れた住まい 
●長年住んでいくと、知らず知らずのうちに荷物が増えていきます。これら
の荷物を収納するのがメモリアルルーム。荷物の一つ一つには思い出が詰
まっているものです。思い出をいつまでも収納できるようなメモリアルル
ームを提案します。 
 

026
笑顔の家作り応援隊 
県中 
[グループの特徴とメッセージ] 
●私たちは家族全員が安心して住むことのできる住宅を考え、家を作っています。 
●その中で特にこだわっている部分が、家族全員が笑顔で住むことのできる家作りです。 
●多くの方が住宅ローンを組み、住宅を建てられると思いますが、住宅を建てたは良いが、 
住宅ローンの支払いが大変だと笑顔が無くなってしまっては、本末転倒です。 

●本来、住宅を建てるということはとても楽しいことで、家族全員が笑顔になることができるのです。 
その楽しさを一緒にプラン作りから始め、実際に住んでからも笑顔を絶やすことのない遊び心溢れる住まいを提案し、 
提供させて頂きます。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市備前舘１丁目125-1 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計１４社（原木供給／4社、製材／4社、建材流通／1社、プレカ
ット／2社、設計／2社、施工／1社） 価格帯 1,000～1,500万円 

代表者名 大堀哲也（株式会社おおほり建設 代表取締役社長） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等  価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：久保木豊 
[メール] info@ohori.biz 
[電話] 024-973-5614 [ＦＡＸ] 024-973-5624 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.ohori.biz   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
お客様の住まい方にこだわった強固な家づくり 
●お客様の生活スタイルにあわせたプランの提案。 
●品質を下げずに建築費用を抑えた家づくり。 
●大きな収納スペース。 
●地震に負けない強固な設計、仕様。 
 
お客様の予算に合わせた適正価格の住まいづくり 
●予算に合わせた住まいつくり。 
●基本的な仕様を統一してのコストダウン。 
 
性能・仕様・施工特徴 
●省エネルギー住宅として床・壁・天井には高性能グラスウールの充填、 
樹脂+アルミサッシ及び Low-E ガラスを使用し住宅性能を向上させます。 
●会社の社員が大工親方となっての現場管理。 

028
おおほり建設復興住宅プロジェクト 
福島県全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●今回の震災で福島の復興・発展に少しでも貢献できればと思い地域住宅生産者グループに参加させて頂きました。 
現在福島県はいつまたくるか分からない地震におびえながら、また放射能問題と戦いながら生活をしております。 
ですがいつまでも避難生活をするわけにはいきません。安定した生活をする為まずは何でもご相談ください。 
お客様の力になりたいです。 

●社員全員が福島県出身者です。社員一同福島の復興の為、またお客様と共に歩んでいけるよう頑張ります。 
よりよいお客様のお手伝いが出来ればと思います。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市富田町字諏訪西５０ （株）ツボイ内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 57 社（原木供給／3 社、製材／3 社、建材流通／1 社、プレカ
ット／1社、設計／2社、施工／45社、その他／2社） 価格帯 800～1,500万円 

代表者名 柳沼利保（有限会社柳沼工匠 代表取締役社長） 価格の基準面積 80.73～113.37 ㎡ 

主な受賞歴等 
・平成 23年長期優良住宅先導事業採択（実績4棟） 
・平成 23年木のまち整備促進事業採択（実績4棟） 
・福島県棟梁賞･郡山技能功労賞 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：坪井道子 
[メール] kabutuboi9320301@nifty.com 
[電話] 024-966-0301 [ＦＡＸ] 024-952-2944 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.kabu-tsuboi.com   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
ふくらむ未来の家  コンセプト：「福幸の家」として、建築費を安くした住まい。 
●コンパクトでスタイリッシュな住宅を手軽な価格で建築ができるから、ゆとりある日々の暮らしを実現、 
余裕がもてる返済計画で手に入れることができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
にぎやかな家  コンセプト：玄関土間を広く、気心の知れた仲間達が気軽に集まれる賑やかな家族の家。 

そして、２階には趣味の部屋がある。 
●ご近所さんとのコミュニケーションを取りやすい、寒い日以外何時も玄関の扉を開けて訪問者を迎えられる、 
ご夫婦の趣味の友達が集う住まい。 
 

029
「きつつき会」 
県北･県中･県南･相双･いわき 
[グループの特徴とメッセージ] 
●地元の腕の良い大工さんの集合体「きつつき会」（2007年 10月発足）が、福島の幸せを願い『福幸の家』を作った。 
●お客様からの直接受注体制となり、余計な経費がかからず、更に、資材供給の集中によるボリュームメリットも出し、 
高品質で安価な住宅が可能となる。 

●また、設計士・インテリアコーディネーターとの連携も図り、お客様の要望に沿った、デザイン性の高い住宅を実現した。 
●地元工務店の強みとして、新築はもちろんの事、増改築から、ちょっとした手直しまで、 
責任を持って腕の良い大工がこまめに対応できるのが最大の特徴である。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

1 階平面図 2 階平面図 

1 階平面図 2 階平面図 



 

 

    

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市喜久田町卸1-78-1 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計３７社（原木供給／２社、製材／２社、建材流通／１社、プレカ
ット／３社、設計／４社、施工／２３社、その他／２社） 価格帯 1,200～1,600万円 

代表者名 遠藤良美（株式会社ウッディホーム 代表取締役社長） 価格の基準面積 110㎡ 

主な受賞歴等 ・工務店セミナー開催（年２回） 価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：吉田勝幸 
[メール] yoshida@tomoku.net 
[電話] 024-959－6143 [ＦＡＸ] 024-959－6437 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.office-web.jp/tomoku/pc/  

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
震災の経験を活かした、安全・安心な家づくり 
●地域材の使用による頑丈な構造、 
それを支える丈夫な基礎による耐震性に優れた家づくり。 

●夏涼しく・冬暖かい省エネ性能に配慮した健康・快適な家づくり。 
 
長期優良ローコスト住宅 
（ライフスタイルにあわせて成長する住まい） 
●住宅の基本性能は長期優良住宅を標準採用としますが、 
工期の短縮（早く自分の家に住みたい）とコストを抑える観点から、 
はじめからすべてを完成させずに、ライフスタイルにあわせて成長する住
まいを提案します。 
 

030
元気なふくしま県「希望の家づくりの会」 
福島県全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●「住まい」は「安全安心の住みごこち」が第一です。 
●「元気なふくしま県希望の家」は、県内各地域で良質な住まいづくりを実践している工務店、 
設計事務所、建材・木材などを供給している企業が、思いを一つに集まり研鑽・共有し、 
被災地から未来へ希望を持って歩みだすお施主様と共に創りあげる家の名称です。 
●もともと住宅建設は、地産地消の地場産業であり、私達は地域密着の共存共生が、 
完成後の「家守り」を含めて地域貢献が成立つと考えて頑張る造り手のグループです。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

１Ｆ

２Ｆ

1階 

2 階 



[地域型復興住宅のイメージと特徴]
土に還る自然素材にこだわった環境負荷の少ない家 
●主材となる柱や梁に杉の無垢材を使うことはもちろんのこと、身体に直接
触れる床・壁・天井にもふんだんに杉の無垢板を使い、柔らかく温かな
居住空間を作ります。 

●断熱材も木から生まれたセルローズファイバーを使い、人体にも地球環境
にも負荷をかけない住まいです。 
 
低炭素社会をつくるサスティナブルな住まい 
●木材を主材料にした住まいは、ＣＯ２を構造体内に固着し、低炭素社会の
実現に貢献します。 
●地産地消の住まいは建材の長距離運搬によるＣＯ２の拡散を抑制します。
●次世代ソーラーシステム「そよ風」で冬暖かく、夏涼しい 
自然エネルギーを活かした住まいです。 
 

 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市開成 4-28-17（建築工房内） 主な構造・工法 板倉工法・車田組工法 

グループ構成 合計４０社（原木供給／２社、製材／４社、建材流通／４社、プレカ
ット／１社、設計／９社、施工／１８社、その他／２社） 価格帯 2,000 万円～ 

代表者名 嶋影健一（一級建築士・（有）建築工房代表） 価格の基準面積 90㎡～ 

主な受賞歴等 
・平成 21年長期優良住宅先導事業採択（実績１棟）
・応急仮設住宅 
・木の家講座「森の木が家になるまで」開催（年７回） 

価格に含まれない
項目 地盤補強工事費、給排水工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：羽生拓希 
[メール] earth-family@k2.dion.ne.jp 
[電話] 024-923-5400 [ＦＡＸ] 024-923-4829 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.earth-family.co.jp  

033
地球と家族を考える会 
県北・県中・県南・会津・いわき 
[グループの特徴とメッセージ] 
●地球と家族を考える会は、家族、地域、地球環境全てに良い住まいを提供したいとの想いから、 
住まい造りに関わる職人たちが集まって作りました。 

●福島の杉を中心に自然素材と自然エネルギーにこだわった「ふくしまの家ＫＵＭＩＫＯ」は、 
シックハウスの原因となる新建材を極力使わない、アトピーの家族にも安心な住まいです。 
●無垢の木と木を組み合わせる板倉構法はこの度の地震にも全く問題なく、耐震性に富んでいることが実証されました。 
●ＫＵＭＩＫＯ木の家講座「森の木が家になるまで」で、樹木の魅力・木が材木になる過程を学ぶ講座を開催しています。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

母屋 1階平面図(65㎡≒19.7 坪) 
母屋合計面積＝93㎡(≒28坪) 

母屋 2階平面図(28㎡≒8.5 坪) 



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 野田町 4丁目 11番 20号 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 36 社（原木供給／2 社、製材／4 社、建材流通／1 社、プレカ
ット／1社、設計／4社、施工／21社、その他／3社） 価格帯 1,100～1,350万円 

代表者名 須藤繁行（有限会社学び舎須藤 代表取締役社長） 価格の基準面積 75㎡ 

主な受賞歴等 
・長期優良住宅実績9社 
・年 4回の定例勉強会の実施 
・一般社団法人住宅産業地域活性化協議会正会員 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、地盤改良費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：坂井博高 
[メール] sakai@kowakenzai.co.jp 
[電話] 024-958-2470 [ＦＡＸ] 024-958-2462 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
ふくしまらしさにこだわった機能的な家づくり 
●海、森、川、湖といった自然豊かなふくしまの風景にマッチする、『和』
を大切にした外観の住まいをご提案させていただきます。 
●豊富な収納スペースを確保することにより、すっきりした生活環境『楽』
を感じる住まいづくりをご提案させていただきます。 
●気軽に集まりを開くことができる開放的な空間により『絆』を大切にでき
る住まいづくりをご提案させていただきます。 
 
ふくしまの気候にあった快適な住まいづくり 
●断熱を強化した、夏涼しく、冬暖かい家づくりをご提案いたします。 
●家庭内のヒートショック事故を防ぐため、 
家の中の温度差がない家づくりをご提案いたします。 

●ダクト式24時間計画計量換気システムを採用することにより、住宅の寿
命を左右するといわれる結露を軽減した家づくりをご提案いたします。
 

034
ふくしま家づくり研究会 
県北･県中･県南･会津･相双 
[グループの特徴とメッセージ] 
●ふくしま家づくり研究会は、福島県内の原木供給事業者、製材業者、設計事務所、工務店で構成された、 
『ふくしまの匠を活かし、木のぬくもりを感じる家づくり』を理念に活動している団体です。 
●ふくしまの美しい自然環境に調和した落ち着いた外観を重視した家づくりを心掛けております。 
●また、限りある資源を大切にした省エネルギー性に優れた家づくりを研究し、 
長く良好な状態で住み続けることが可能な住まいづくりをご提案させていただきます。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

平面図 立面図 

外観イメージ

内観イメージ



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市田村町上行合字西川原35 主な構造・工法 木造在来軸組工法 

グループ構成 合計３３社（原木供給／２社、製材／５社、建材流通／４社、プレカ
ット／１社、設計／４社、施工／１１社、その他／６社） 価格帯 1,350～1,500万円 

代表者名 松岡泰仁（福島県木造技術開発協同組合 代表理事） 価格の基準面積 100～110㎡ 

主な受賞歴等 ・平成 21年ふくしまの家地域活性化促進事業採択（実績５棟） 
・すまいの勉強会(年３回程度） 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、杭工事、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：鈴木 進 
[メール] info@fukumoku.jp 
[電話] 024-956-6610 [ＦＡＸ] 024-943-3878 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.fukumoku.jp   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
長期優良住宅仕様を基本性能とした地産地消の家づくり
●「住宅を建てる」行為は、自然環境に負荷を与えるのではなく、環境を守
り、整え、創る働きを持たせる事ができます。これは「地産地消の家づく
り」からしか出来ないものであります。 
●地域型復興住宅は長期優良住宅仕様を基本性能とし、使用する木材や建
材・断熱材等使用する住宅部材の過半は福島県産材使用を目指します。
 
土地に根差した長く豊かに生活できる住まいづくり 
●人の命を守る構造体には、県産材・地域材を使用します。その土地の気候
風土で育った木材が最も適した構造材となるからで、長期耐力を期待する
からです。 
●生活者の要望に応じて「変化」「成長」できる住宅を提供します。 
 

039
福島県木造技術開発協同組合 
県中・いわき 
[グループの特徴とメッセージ] 
●平成４年６月に福島県産間伐材を利用した製品の開発を目的に設立し、今まで木材に関する様々な開発を行ってまいりました。
●平成４年：小径木を主材料とする大断面構造材の開発。  
平成２１年：ふくしまの家地域活性化支援事業採択。「ふくもくの家」展示場設置。 
平成２３年：福島県応急仮設住宅の部材供給 312戸 集合施設の部材供給 10棟。 
●これまでの様々な木材利用・加工技術の開発や活動経験に加えて、賛助・協力くださる企業団体の方々と連携し、 
地域型復興住宅の安定供給を目指します。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

外観写真

1階平面図 2 階平面図



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市土瓜２-２-1２ 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計２７社（原木供給／２社、製材／２社、建材流通／３社、プレカ

ット／１社、設計／６社、施工／８社、その他／５社） 
価格帯 1,000～1,500 万円 

代表者名 村井 淳（（村井淳建築設計事務所 代表） 価格の基準面積 100 ㎡ 

主な受賞歴等 

・三春町営住宅コンペ優勝、実施設計 
・三春建築賞受賞 
・通産省、省エネ住宅コンクール入選 
 

価格に含まれない 

項目 
屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 

担当：村井 淳 
[メール] at_murai@triton.ocn.ne.jp 
[電話] 024-952-6204 [ＦＡＸ] 024-952-6274 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

そぎ落としにこだわった家づくり 
●最初に持つ家として余計なものを一切排除した極シンプルなプラン。 

●建物の設計よりも人生設計の立てやすい住宅（空間）を提供する。 

 

でも我慢はしない住まいづくり 
●エネルギーコントロールのためのスマート化は外せない！！ 

●建設時に将来必要なスペースはしっかり確保！ 

 

特殊な工法ではなく全ての大工さんが持っている技術で
作る 
●優良住宅の建て方は特殊な技術を求めるものではない。 

●長期優良住宅つくりのノウハウ、品質はタイミングの良いきちっとした設

計事務所の現場のチェックの回数の多さにより担保する。 

 

042 
“ふくしま転生”チーム 
県北（福島市）・県中（郡山市） 

[グループの特徴とメッセージ] 
●福島においては、いつ果てるかわからない難問を抱え、しかも若い世代のふるさと放棄の流れは止まらない。 

●ふくしまが生き抜くのは簡単ではない。ふくしまを一から作り直す覚悟をもとめられている。 

その意味で“転生”する意志をコンセプトとした。 

●私たちは形のプロトタイプを求めない。あくまで“転生”するという意志を共通認識とし、作業をする。 

形は様々だが生き抜こうという思いは共有するという作り方を目指す。 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 

スケルトンを透かす 

本当にほしいものだけプラン 

極力、県内産の木材により
定尺物による構成で材寸を
決めている。 

室内間仕切り等は出来るだ
け家具化し、自由に配置換

え出来るものとし、対応す
る家具を提案する。そのた
め床は全てフラットにす
る。 

基礎は信頼性のあるべた基礎とし設

備配管等は全て床下内に露出させメ
ンテナンスのしやすさを目指す。 外壁外周で耐震性を十分確保する。 

形体上、壁と屋根の断熱
を途切れなく施行でき 

ヒートロスを抑え、省エ
ネを目指す。 

2 階は斜め梁と 

中央部の大筋交いで耐力を確保する。 



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市並木 1-1-11 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計 33 社（原木供給／３社、製材／３社、建材流通／３社、プレカ

ット／２社、設計／４社、施工／１５社、その他／３社） 
価格帯 1,800～2,000 万円(税別) 

代表者名 宗像 剛（八光建設株式会社 代表取締役社長） 価格の基準面積 100 ㎡ 

主な受賞歴等  
価格に含まれない 

項目 
屋外工事費、外構工事費、地盤改良費、設計料、カーテン、諸手続費 

連絡窓口 

担当：澤﨑幸史 
[メール] sawazaki@hk-const.co.jp 
[電話] 024-922-8553 [ＦＡＸ] 024-939-1052 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.labotto.com/hakkoh/  

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

時に磨かれる、住まい。 

●SIMOKU（しもく）は八光建設の住宅ブランドです。 

●お客様のご要望や条件を的確に受け取り、 

アーキテクトがプランを練り上げ、職人の技で丁寧に仕上げます。 

●個性的でありながらシンプルで街並みに優しいデザイン。 

●風や光といった自然の恵みを有効に使うプランニングを心掛けます。 

●極力自然素材を用い、永年住まうことで魅力を増していく家づくりを 

 目指します。 

043 
ふくしまの住まいを創造するネットワーク
「SIMOKU（しもく）」 
県中・県南 

[グループの特徴とメッセージ] 
●建物は、造るだけではなく、それをより楽しく使い込むことで初めて建物に生命が吹き込まれると考えています。 

●インテリアやガーデニング等家を楽しむ要素は多種多様で、そこに住まわれる方々の生活やコミュニティの広がりを考えます。 

●「SIMOKU（しもく）」では、郡山で活動している一級建築士 10人（内 3名は女性建築士）が、 

みなさんのより豊かな生活を送るためのライフスタイルをご提案いたします。 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 

1階平面図 

2階平面図 



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 郡山市安積町南長久保2-27-1 ㈱エアコーポレーション内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 23 社（原木供給／0 社、製材／2 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／2社、設計／3社、施工／7社、その他／6社） 価格帯 1,000～1,500万円 

代表者名 佐久間宏一（株式会社エアコーポレーション 代表取締役社長） 価格の基準面積 75～100㎡ 

主な受賞歴等  価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：佐久間宏一 
[メール] postmaster@airco.jp 
[電話] 024-937-0041 [ＦＡＸ] 024-946-4101 ＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 
ホームページ http://www.airco.jp 

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
久留米の家 
●家の中に居ながら四季折々の自然を感じてくつろげる、 
大きな空が見上げられるリビング・ダイニング。 
●無垢材のフローリングからは、木の温かみを感じます。 
●キッチンにはさまざまな工夫を施し、 
快適な空間となっています。 

 
桜木の家 
●光と遊ぶ・自分らしい時間がテーマ。 
●約 25坪の狭小地でありながら、 
広く快適に暮せるように、 
巧みに外部空間を取入れるなど、 
工夫された間取り。 
●コンパクトで使いやすいのが、丁度良い。 
●マンションでは味わえない、一戸建ての良さ、 
土地が小さいからこその、楽しさ・贅沢さがあります。 
 

046
復興家づくりの会 ＲＴＮ 
福島県全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●故郷を避難している方々が、戻る迄の中長期の生活を楽しみ、 
新しい時代への希望を持たせるプランと家づくりを行うことが、私達の基本コンセプト。 
●メンバーは、福島県建築士会に所属する住宅の設計施工を行う建築士が中心となり、 
各マネージメントも行うので無駄なコスト削減につながり、アフターフォローまで安心です。 
●避難している方々が、故郷に希望を持って戻れる手助けを行いたいと思っています。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 大沼郡三島町大字早戸字湯ノ平687 主な構造・工法 板倉構法 

グループ構成 合計 74 社（原木供給／4 社、製材／5 社、建材流通／2 社、プレカ
ット／2社、設計／7社、施工／9社、その他／45社） 価格帯 1,500 万円程度 

代表者名 佐久間源一郎（佐久間建設工業株式会社 代表取締役） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 ・国土交通省「地域材木造住宅振興事業」採択 
・福島県林業研究グループ等活動発表会県知事賞受賞 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：金親丈史 
[メール] iorikurabu@gmail.com 
[電話] 080-1668-9643 [ＦＡＸ] 0241-42-7177 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http:// sub.ms.hmk-temp.com/index.html  

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
●日本の民家の形である「土間」「板の間」「座敷」を基本的な間取りとし、
風が通り抜ける家とします。 
●深い庇は、風雨から建物を守ると同時に、日差しを調整することで、 
良好な室内環境をもたらします。 

●近隣とのコミュニティを育む場として設けられた縁側や土間空間は、 
住まいの温熱環境向上にも一役かっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●生活を長期にわたってサポートするワンストップ 
窓口である「ＩＯＲＩ生活サポートセンター」を 
開設することで、住まい手のライフスタイルを 
一緒にデザインし、住まい手の意向が十分反映された 
住まいづくりを心掛ける。 

●アフターサービスとして、暮らしを支える 
様々な課題をＩＯＲＩ俱楽部が連携している専門家 
と共に解決できる体制づくりを目指します。 

067
ＩＯＲＩ倶楽部 
会津（会津若松 ・喜多方）・県中（郡山）・いわき 
[グループの特徴とメッセージ] 
●ＩＯＲＩ倶楽部は、地域に根差した住まいづくりと住まい手の生活を応援する専門家集団です。 
●生活に纏わる様々な課題に対して、多様な役割を担う人々と連携を図りながら、 
地域材の有効利用と伝統的な技術に熟達した職人の手によって、しっかりとした木組みの住まいを提供いたします。 
 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

■日本の伝統的な民家の「土間」「板間」「座敷」を基本とした間取り 

■IORI 生活を支える連携体制



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 相馬市程田字形部田２６ 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計２８社（原木供給／２社、製材／２社、建材流通／１社、プレカ
ット／４社、設計／３社、施工／１０社、その他／６社） 価格帯 1,300～1,900万円台 

代表者名 草野清貴（草野建設株式会社 代表取締役社長） 価格の基準面積 79～118㎡ 

主な受賞歴等 ・平成 23年「ふくしまの家」住宅再建促進事業採択（広報対象団体） 価格に含まれない
項目 屋外工事費、ウッドデッキを除く外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：草野清貴、草野清紀 
[メール] kusano-c@bb.soma.or.jp 
[電話] 0244-36-1666 [ＦＡＸ] 0244-36-4063 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.kusano-c.com/   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
家族や地域がつながるウッドデッキのある家‥‥拡がる
空間 
●「環の家」を象徴するのは、県産材を使用するウッドデッキ。海に面した
相馬地方を象徴しながら、家族や地域をつなぐ「環」の庭。 
●ウッドデッキには外からのアクセスも容易で、内部の間取りもウッドデッ
キに向かって開く構成。 
 
家族構成にあわせたプランをご用意‥‥成長する住まい
●二間四方のグリットでＬ字型、コの字型を構成。 
●Ｌ字形とコの字形それぞれ２種類の２階プランで合計４種類のプラン。
 
フリースペースと家事動線の工夫 
●将来のバリアフリー、室内干し、勉強部屋等使い方自由なフリースペース。
●水廻りをまとめ、動きとコミュニケーションを考慮した動線計画。 
 
 

071
そうま復興住宅「ふくしまの家」建設グループ 
相双 
[グループの特徴とメッセージ] 
●私達のグループはほとんどが相馬市に本社を置く企業が中心となっており、 
相馬地方の風土、環境そして地盤の強度までと幅広く知りつくしている組織であります。 
●特に資金面、土地等にはスピードある相談、連絡体制をすぐにとれるのも大きなメリットであります。 
●施工面では木造経験豊富な10社で、木材は相馬地方での供給体制で、 
建材流通、プレカットは全国規模の企業とも連携しあい、よりスムーズに住宅供給のできる体制を整えています。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

  

 

 

  

コの字形プラン 

ウッドデッキ 

コの字形プラン３２坪タイプ  １階

２階 



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 南相馬市原町区西町3-453-2  主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 29 社（原木供給／2 社、製材／3 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／2社、設計／3社、施工／13社、その他／3社） 価格帯 1,000～1,500万円 

代表者名 玉川 敬（南相馬市小高建設業建築協会 復興住宅担当） 価格の基準面積 120㎡ 

主な受賞歴等 
・～平成 23年まで長期優良住宅先導事業採択（実績5棟） 
・小高町づくり研究会 
・応急仮設住宅建設事業（200戸） 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、浄化槽工事、諸手続費 

連絡窓口 
担当：玉川 敬（（有）玉川建築工業所） 
[メール] tama98@lares.dti.ne.jp 
[電話] 0244-26-8364 [ＦＡＸ] 0244-26-8365 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
地元工務店による顔の見える家づくり 
●県産材を使った増改築や移築が可能な健康住宅。 
●地元での信頼信用で培われてきた技術で、品質の保証と安心安全を提供。
●部材の一元化と仕様の明快化システム化、仕様の共有化でコスト削減。
リーズナブルでスピディ、長期優良住宅の仕様の標準化と保証の提供。

●敷地造成時の除染と資材の線量確認。除染技術の提供。 
 

074
南相馬市小髙建設業建築協会 
相双 
[グループの特徴とメッセージ] 
●小高建設業建築協会は、南相馬市小高区に事業所を置く工務店のネットワークグループです。 
●私たちグループは、これまで hope計画、市営住宅の建設、大規模公共建築等の木工事等に協会として参加。 
●地元の復興は、「地元の企業自らが立ち上がらなければならない！」との強い思いで、復興と再建をお手伝いさせて頂きます。

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 いわき市鹿島町御城字赤坂 16-6 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計 20 社(原木供給／2 社、製材／3 社、建材流通／2 社、プレカット

／3 社、設計／2 社、施工／7 社、その他／1社) 
価格帯 1,000～1,800 万円 

代表者名 鈴木正一(有限会社鈴勝建設 代表取締役社長) 価格の基準面積 100 ㎡ 

主な受賞歴等 ・平成 23 年長期優良住宅先導事業採択（実績 12 棟） 
価格に含まれない 

項目 
屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 

担当：志賀なおみ 
[メール] suzukatsu-s@kba.biglobe.ne.jp 
[電話] 0246-38-8860 [ＦＡＸ] 0246-38-8861 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.suzukatsu.jp/  

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

木造在来軸組工法と匠の家づくり 
●外国から来た観光客に聞かれました。「ニッポンの家はどこに建っていま

すか？」街にも住宅展示場にも同じ顔した国籍不明の家が並んでいます。

これが日本の家だよと外国の人に誇れる家はどこにあるのでしょうか？ 

●工業化か、手仕事か。人の住む家ぐらいは職人の手仕事で手づくりしたい。

誰もが真剣に願うところだと思います。 

●若い人に手の届く価格で本物の家を建てるのが理念です。いくら無垢の木

と職人の手仕事の家でもコストが上がっては意味がありません。毅然とし

た構造体、無駄な装飾をそぎ落とした後に残る本質。引き算の美学。心地

よい統一感のあるシンプルなデザインは美しいだけでなく省コストにも

貢献しています。 

076 
I D会 
福島県全域及び茨城県北部 

[グループの特徴とメッセージ] 
●国産の木材をふんだんに使い、木架構の美しさを生かし、 

日本の伝統的美意識と文化の奥深さを感じる新しい木造在来軸組工法の家を、 

若い人たちでも建てることのできるコストで、天然素材と職人さんたちの手仕事でおしゃれに造ることができたら、 

これからの住宅のスタンダードとして確立できるのではないだろうか。 

●木造在来軸組工法の良さと将来性をもう一度見直し、人の住む住宅ぐらいは工業化されたものでなく、 

生き生きとみずみずしい生気あふれる家がいい。素の様な考え方を持った工務店が集まった会です。 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 いわき市常磐下船尾町古内133 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 34社（原木供給／２社、製材／１社、建材流通／１社、プレカ
ット／１社、設計／４社、施工／２４社、その他／１社） 価格帯 1,650 万円～ 

代表者名 大平宏之（株式会社正木屋材木店 代表取締役） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 
・平成22年いわき産学官ネットワーク戦略産業モデル事業採択（省CO2型いわきの家）
・平成 23年木のまち整備促進事業採択 
・イベントセミナー開催（年12回） 

価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：大平宏之 
[メール] masakiya7@gmail.com 
[電話] 0246-43-6006 [ＦＡＸ] 0246-43-6003 ＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 
ホームページ http://i-ienavi.com  

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
プランニングコンセプト 
●浜通りの気候に合う、夏と冬のバランスのとれた設計で、コンパクトなが
ら使いやすい、開放感のある空間である事。コストを抑えながら、木をた
っぷり使って心地よさの感じられる、空間にすること。耐震断熱等の基本
性能を確保する事。この３つをベースにプランニングしています。 
●家の「なか」と「そと」が自然につながり、コミュニケーションが生まれ
る仕組みを取り入れ、将来の増築にも対応しやすいプランです。 
 
いわき家ナビ復興住宅相談窓口 
●復興住宅相談窓口では、建築士3名、 
ファイナンシャルプランナー１名、 
宅地建物取引主任者１名が様々な相談にあたって 
います。メールでの相談も承っております。 
（日・祝日休み） 

078
いわき家ナビ復興住宅プロジェクト 
いわき 
[グループの特徴とメッセージ] 
●いわき家ナビは、いわき市内及びその周辺の工務店、設計事務所の家づくり理念、実例をご紹介している 
インターネットサイトです。いわき市の正木屋材木店が運営しています。 
●地元の会社だからできる地域に根ざした家づくり、きめ細やかな仕事をご紹介しています。 
●グループで地域特性や気候風土を活かしたパッシブな家づくりに取り組んでおり、 
「次世代型いわきの家」「燃費のいい家3.9 プロジェクト」「省CO2型いわきの家」などを提案しています。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

 

 

 



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 いわき市内郷宮町鬼ケ沢100-133 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計２１社(原木供給／０社、製材／２社、建材流通／１社、プレカ
ット／１社、設計／１社、施工／２社、その他／１４社) 価格帯 1,500～2,000万円 

代表者名 矢吹良二（有限会社矢吹工務店 代表取締役社長） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 ・平成１９年いわき市技能功労賞受賞 価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：矢吹良二 
[メール] yabuki-k@lilac.plala.or.jp 
[電話] 0246-27-2929 [ＦＡＸ] 0246-27-6527 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
地元材にこだわった頑丈な家づくり 
●地元いわき産材にこだわった家づくり        
 構造材はもちろん、壁、天井等に杉材、桧材等をふんだんに使用致します。
 
地元産材をふんだんに使用しています 
●内装材にも、ふんだんに無垢材を使います。 
 
優れた耐震性 
●今回の震災で大きな被害は皆無でした。 
●優れた断熱性能(夏涼しく、冬暖かい家作りを目指しています)太陽光発電
を搭載した省エネルギー、創エネルギー住宅。 

082
木の家でふるさといわきの復興を考える会 
いわき 
[グループの特徴とメッセージ] 
●今回の震災、及び原発災害の被害に遭われた方に心よりお見舞い申し上げます。 
●当会では、今回の震災を受けて木の家で復興のお手伝いをさせて頂きます。 
●地元いわき市の木材をふんだんに使用しています。木のぬくもりを通して、少しでも心を癒してくれれば幸いです。 
●耐震性能、断熱性能はもちろん、太陽光発電も古くからの実績があり、 
スマートハウス等にも十分に対応できる家づくりを致します。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。



 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 いわき市平下平窪字諸荷前25-3 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 30 社（原木供給／3 社、製材／3 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／3社、設計／3社、施工／15社） 価格帯 1,500 万円～ 

代表者名 草野 坦(アキラ建設 代表) 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等  価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：小森良一 
[メール] komo.eco@viola.ocn.ne.jp 
[電話] 0246-22-4733 [ＦＡＸ] 0246-22-4743 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
いわきの自然住宅 
●私達は土地の気候風土に適した、永続的で居心地の良い住まい作りを目指
しています。 

●そのためには家を建てるときに、まず土地の特性をよく観察することが大
切です。どの方角から太陽がのぼり、風はどのように吹いているのか。周
りの建物との関係性やその場所から見える景色、植生など、それらの特性
を生かすことで室内に柔らかく差し込む光、穏やかに動く風、室内外の植
物がもたらしてくれる様々な恩恵をうけることができます。 
 
一緒に考え、一緒に作る 
●家を作ることは、住まう人の生活を作ることでもあります。どのような暮
らし方をしたいのか、それに合わせて私達は適度な判断、知識を提案しな
がらその人らしい家を一緒に考え、一緒に創ることを心がけています。

089
復興住宅まもりすまいネットワーク 
福島県全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●私たちは長年にわたり、このいわきの地域特性を生かしながら、いわきの地に根を張り、 
皆様とともに歩んできた地域工務店の任意団体です。 
●《３．１１東日本大震災》私たちの暮らしがいかに危ういものなのか、実感した人も多いかと思います。 
もう一度私たちの暮らしを見直してみませんか？ 
●新しいことではなく、昔からその土地その場所にあった知恵と材料で。 
その一歩が未来にとっての大事な一歩になるように、一緒に考えてみませんか。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。

1 階平面 2 階平面 



 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 いわき市中央台飯野四丁目 2-4 内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計 190 社（原木供給／8 社、製材／19 社、建材流通／20 社、プレカ

ット／13 社、設計／22 社、施工／68 社、その他／42 社） 
価格帯 1,000～1,500 万円 

代表者名 和田正光（株式会社エコ・ビレッジ 代表取締役社長） 価格の基準面積 100 ㎡ 

主な受賞歴等 
・応急仮設住宅の建設 768 戸、高齢者サポートセンター3 棟
・地域型住宅ブランド化事業採択 ・H23 国土交通大臣表彰
・H25 福島県功労者表彰（林業）

価格に含まれない 

項目 
屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 

担当：佐藤利恵 
[メール] satou@eco-vnet.com
[電話] 0246-28-0111 [ＦＡＸ] 0246-28-0116

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。

ホームページ

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

●私達の住む福島県は気候・風土・文化の違いにより、浜・中・会津と

三地域に分けられています。

その中で、街並にとけ込み地域コミュニティーの一員として新しい

街づくりとなる家。

●浜・中・会津それぞれの地域の優良な工務店が皆様の家づくりと

街づくりのお手伝いをします。

●2020年には、現在の長期優良住宅や ZEH（ネットゼロエネルギー・ハウス）

が標準的な新築住宅となります。

既に、それぞれの性能基準が定められつつありますが、これらの基準を

クリアーしているのが「ふるさと再生２００年の家」です。

091 
全木協福島県協会 
福島県全域 

[グループの特徴とメッセージ]

●全木協福島県協会はＪＢＮ福島と全建総連福島の 2団体で組織され、

参加会員は、全県にまたがりその地域特性を生かした家づくりに励んでおります。

●「ふるさと再生 200年の家」は、復興の為の家づくりを単に従前の家づくりの延長線上で進めるのではなく、

新しいふるさとを作る為に、長期に渡ってしっかりと暮らしを支える事の出来る優良な家、

しかも省エネ性能の高い家づくりをめざしています。

●地域でのネットワーク作りも、積極的に行っており、地域産木材の利用等も行い、地域の自然を守る一助を果たしております。 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 

２階建てパース ２階建てプラン 




